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コンパクト ミニバン・1BOX 軽自動車

SUV・クロカン 輸入車
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Quick×ワンプライス成約車輌 2月度ランキング

1位
ノア

平均 H26年 1,373,000円

2位
ヴォクシー

平均 H27年 1,692,000円

3位
アルファード

平均 H29年 3,633,000円

4位
セレナ

平均 H27年 1,347,000円

5位
ヴェルファイア

平均 H27年 2,595,000円

1位
タント

平均 H27年 817,000円

2位
ムーヴ

平均 H27年 686,000円

3位
Ｎ－ＢＯＸ

平均 H28年 971,000円

4位
ハイゼットトラック

平均 H28年 1,015,000円

5位
エブリイ

平均 H23年 454,000円

1位
ランドクルーザープラド

平均 H28年 3,770,000円

2位 エクストレイル

平均 H26年 1,269,000円

3位
ヴェゼル

平均 H28年 1,764,000円

4位
Ｃ－ＨＲ

平均 H30年 1,996,000円

5位
ＣＸ－５

平均 H27年 1,390,000円

現車オークションでの優良車両減・相場高の状況

もあり共有在庫全体への商談増となっています。各

カテゴリーの成約順位を確認するとトヨタノアやマ

ツダCX-5など中古車流通の多い車種への商談が特に

増加しており距離が７〜８万キロ程でも装備の良い

車両や第三者査定済出品車輌が上位になっています。

今までは現車オークションで落札できなかった場

合に共有在庫を探すという導線でしたが、ディーラ

ーなど下取車両を小売と並行してQuick×Quickに出

品している出品会員も増加しており良質な中古車を

探すのにQuick×Quick共有在庫から探す落札会員が

増えているようです。

1位
３シリーズ

平均 H26年 1,974,000円

2位
ＭＩＮＩ

平均 H26年 1,498,000円

3位
Ｅクラス

平均 H26年 2,446,000円

4位
Ｃクラス

平均 H24年 1,322,000円

5位
１シリーズ

平均 H25年 1,784,000円

1位
プリウス

平均 H27年 1,370,000円

2位
アクア

平均 H27年 905,000円

3位
ノート

平均 H29年 988,000円

4位
フィット

平均 H25年 571,000円

5位
ヴィッツ

平均 H25年 476,000円
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中古車輸出情報
中古車輸出統計データ - グーネット自動車流通より

中古車輸出 ロシアが９カ月連続首位

前年同月比１８．１％減

日本中古車輸出業協同組合がまとめた１月の

中古車輸出台数は、前年同月比１８．１％減の

５万８５１９台だった。仕向け国別では、ロシ

アが９カ月連続で首位となった。同国は、４８．

５％増の１万４１５台。２位のアラブ首長国連

邦は、同１７．３％減の７４６３台で続いた。

３位はモンゴルで、輸出台数は同２３．５％増

だった。

上位２０カ国で伸び率が高かった国は、アイ

ルランド（４・３倍／１５４→６６９）、オー

ストラリア（１．６倍／９６９台→１５８８

台）、で、ヨーロッパ、大洋州勢などで輸出台

数を伸ばした。前月比較では、４１．１％減だ

った。

2022年2月

Quick×ワンプライス 輸出向け成約車輌ランキング

1位
Ｃクラス

平均年式 H22年 平均金額 878,000円

2位
アルファード

平均年式 H32年 平均金額 4,406,000円

3位
ヴェゼル

平均年式 H27年 平均金額 1,286,000円

4位
エクストレイル

平均年式 H28年 平均金額 1,564,000円

5位
フォレスター

平均年式 H23年 平均金額 916,000円
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Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年2月

140,1万円

今年2月

164,3万円 平均単価

前年2月

60,3万円

今年2月

66,4万円

平均単価も前年同月１４０．１万円→2022年２月は１６４．３万円と１７％UPしており現車オークション会場の６６．４万円と大きな

差が出ています。Quick×Quickはディーラー出品車輌も多く、現車オークションに出品されていない車両の出品も多いことから平均単

価UPになっております。出品台数も主要AA会場では減少していますが共有在庫出品は増加しており、小売と併用してQuick×Quick出

品をされている会員が増えております。
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2022年 2月新車販売ランキング

乗用車 軽自動車

順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比 順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比

１ カローラ トヨタ 12,636 144.1 １ Ｎ-ＢＯＸ ホンダ 19,974 107.4

２ ルーミー トヨタ 11,229 93.9 ２ タント ダイハツ 8,936 64.4

３ ヤリス トヨタ 10,417 50.7 ３ スペーシア スズキ 6,964 45.4

４ ライズ トヨタ 9,903 125.3 ４ ルークス 日産 6,656 60.7

５ ノート 日産 9,788 135.1 ５ ワゴンＲ スズキ 6,651 116.8

６ フリード ホンダ 7,289 123 ６ デイズ 日産 6,374 94.4

７ アクア トヨタ 6,317 167.4 ７ ミラ ダイハツ 6,313 106.3

８ セレナ 日産 5,981 94.9 ８ アルト スズキ 6,140 92.5

９ フィット ホンダ 5,359 92.7 ９ タフト ダイハツ 5,988 107.3

１０ アルファード トヨタ 4,553 45 １０ ハスラー スズキ 5,545 67.5

１１ ヴェゼル ホンダ 3,826 149 １１ ムーヴ ダイハツ 5,237 53.7

１２ ＣＸ－５ マツダ 3,596 138.9 １２ Ｎ-ＷＧＮ ホンダ 4,248 81.6

１３ シエンタ トヨタ 3,556 55.9 １３ ジムニー スズキ 3,725 90.0

１４ プリウス トヨタ 3,326 70.9 １４ ｅＫ 三菱 2,533 63.7

１５ ＲＡＶ４ トヨタ 3,071 72.8 １５ Ｎ-ＯＮＥ ホンダ 1,873 97.8
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

【Quick×Quickサービス活用店レポート】

ガレージサガエ（千葉県野田市）

クイック・ネットワーク（兵庫県神戸市、田畑翔利社長）の手掛けるＱ
ｕｉｃｋ×スキップサポートは、仕入れ資金を確保して、販売チャンスを
逃さない。オークション会場（日本オートオークション協議会に加盟の会
場のみ）から仕入れた車両を、同サービスを活用すると最大１０００万円
までの資金がサポートされる。同サービスを活用して業績を上げるガレー
ジサガエ（ティーズプランニング）の寒河江剛社長に話を聞いた。

寒河江社長は「Ｑｕｉｃｋ×スキップサポートは、二年ほど前からサー
ビスを利用している。輸入車を中心に取り扱っているということもあり、
仕入れ金額が高額になることも多い。スキップサポートを活用すると、す
ぐに現金が振り込まれる」という利便性をあげる。

現金が振り込まれると次の車両がすぐに仕入れられる。返済すると、す
ぐに融資枠も元に戻るので継続的にサービスを活用する要因となっている
ようだ。
「他社にも同様のサービスがあるが、輸入車に対応していること、手続

きが楽であること、回数制限がないことなど私にとってメリットが大きい
と感じている」と話す。
同社は、創業して２４年目になる。取扱が輸入車メインなので、全国のユ
ーザーが対象だ。スキップサポートは返済の期限が３～４か月なので、仕
入れた車両が長期在庫にならないように、販売力アップへのモチベーショ
ンにもつながる。
「新車供給不足の影響で中古車業界全体としてもタマ不足の状況だ。オ

ークション落札相場も高騰しているが、このサービスのお蔭で、仕入れか
ら販売までスムーズに行えている」と現在の中古車相場高騰局面において
こそ活用場面も多いようだ。
寒河江社長は「手数料は１.１%/月と安価で資金を手元に用意する事が

でき、次のオークション参加もすぐに可能となる。大きな額の資金を使っ
てしまった後、急な車両買取依頼が入ってきた場合などに利用することも
ある」と様々な活用場面をあげる。手元に資金があることにより事業の幅
が広がり、販売チャンスを逃さない。相場高騰の今こそメリットの大きい
サービスだ。

仕入れ資金を確保して、販売チャンスを逃さない

＜加盟店情報＞
ガレージサガエ
代表者：寒河江剛
住所：千葉県野田市上三ヶ尾２５６-６
在庫台数：約２０台
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より

新車販売８カ月連続でマイナス

N-BOXが２カ月連続でトップ

日本自動車販売協会連合会（加藤和夫会長、自販連）と全国軽自動
車協会連合会（堀井仁会長、全軽自協）は、２月の新車販売台数を発
表した。ホンダ「N-BOX」が１万９９７４台が販売され、２カ月連続
でトップとなった。4位のヤリスは、トヨタが1月にも工場の稼働を停
止したことが響き、1年8ヶ月ぶりにトップ3圏内から外れた。

２月の新車登録台数は２１万３６９９台（前年同１８．６％減）、
軽自動車販売台数は１４万９６９台（同１7．０％減）、登録車と軽
自動車の販売台数合計は、３２万９６９９台（同１８．０％減）で８
カ月連続でマイナスとなった。

「日産キックス」
自動車アセスメント（JNCAP）「自動車安全性能2021」で
最高評価「ファイブスター賞」を獲得

日産自動車株式会社は15日、
自動車アセスメント（JNCAP）
で「衝突安全性能」と「予防安
全性能」等を統合して評価する
総合評価、「自動車安全性能20

21」において、「日産キックス
」が最高評価「ファイブスター
賞」を獲得したと発表しました。

「日産キックス」の「ファイブスター賞」獲得は、今年度これまでに評価を実施した
「日産ルークス」、「ノート／ノートオーラ」に続く3車種目となり、SUVにおいても
車両の総合的な安全性の高さを示しました。
「日産キックス」は2020年6月の発売以来、「e-POWER」ならではの力強い加速や高

い静粛性、アクティブで先進的なエクステリア、そして、コンパクトボディでありなが
ら広い室内空間を実現したモデルとして、お客さまから大変好評を得ています。
自動車アセスメント（JNCAP）は、国土交通省と独立行政法人自動車事故対策機構

（NASVA）により、自動車の安全性能を評価、公表するもので、2020年度から新たな
総合評価を開始、2021年度の評価は「自動車安全性能2021」となります。その最高評

価となる「ファイブスター賞」は、「衝突安全性能評価」と「予防安全性能評価」の両
評価で最高ランクを獲得、且つ「事故自動緊急通報装置」を備えた車両にのみ与えられ
る大変厳しい賞です。
「日産キックス」は、夜間の歩行者にも対応した「インテリジェントエマージェンシ

ーブレーキ」や、前進時は人や車両も検知する「踏み間違い衝突防止アシスト」などの
先進安全技術を全車に標準装備しています。さらにヘッドレストの頚部保護性能を向上
させ、「後面衝突頚部保護性能」の評価を最高のレベル5まで引き上げることで、衝突
安全性能評価と予防安全性能評価の両方において最高のAランクを獲得。最高評価のフ
ァイブスター賞を獲得し、その安全性を証明しました。

日産自動車は、「セーフティ・シールド」のコンセプトのもと、「アラウンドビュー
モニター（移動物検知機能付）」や「ハイビームアシスト」などの危険予防から、「イ
ンテリジェントエマージェンシーブレーキ」や「踏み間違い衝突防止アシスト」などの

危険回避、そして衝突時には「コンパティビリティ対応ゾーンボディ（高強度キャビン
＋衝撃吸収ボディ）」と「ニーエアバックを含む7つのエアバッグ」による乗員保護、
さらに衝突後の「SOSコール」までのトータルな観点で、それぞれのシーンで乗員の安

全をサポート。交通事故による死亡者を出さないゼロ・フェイタリティ社会の実現を目
指してまいります。

日産公式HPより
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Quick×Quick共有在庫なら無料で出品!!

こんなに売れる！実例紹介!!
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大好評 !! 最大1,000万円利用可能な
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オークション会場からの輸送も
個人宅への輸送もお任せ!!
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閲覧カウンターは分かりやすい！
競合他社と差別化!! 閲覧件数UP!!
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新しい仕入れサービスのご案内

Quick×Quick会員であればセルカオークション
ID：PWを即発行可能!!
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!!


